
研修全体計画 

 （１） 目標 

 

 

 

（２） 校内研修の基本的な考え方 

   ① 校内研修は、教師自身の変容と成長を意図して行う。 

   ② 研究の推進にあたっては、常に全職員の共通理解を図りながら、全職員の協力態

勢のもとで行う。 

   ③ 授業実践や教師間の連携を深めながら、児童に還元される研修に努める。 

   ④ これまでの研究の成果や問題点をふまえ、理論に基づいた検証・実証研究を推進

する。 

   ⑤ 校外の研究会等への参加や個人研究を積極的にし、全職員へ資料提供や情報の

還元、共有化に努める。 

（３） 学校教育目標と研究主題 

   学校教育目標 

 

 

   目指す子供像 

 

 

 

研究主題 

 

 

 

目指す子供像（授業における） 

 

 

 

 

 

目指す授業像 

 心豊かにたくましく生きていける児童を育成するために、職員研修を充実させ、教職員

の資質向上や指導力の向上を図る。 

誠実で 心優しく 最後までやり遂げる 黒木の子供の育成 

○ 明るい子……明るく思いやりのある子 

○ 考える子……進んで学びよく考える子 

○ がんばる子……最後までがんばりぬく子 

お互いに聴き合える関係の中で，共に学び合い，高め合える子供の育成 

～学び合いを重視した「複式学級指導法」の授業をとおして～ 

 

○ 自分や友達のよさを認め，豊かな人間関係を作ろうとする子供（人間関係形成力） 

○ 学習の決まりを守り，学級のみんなで学びに向かおうとする子供（学習の決まり） 

○ 友達と学び合い，高め合う子供（学び合い） 

○ 学ぶ意欲をもち，学習課題に向かって進み続ける子供（学びに向かう力・人間性） 

○ 子どもが，「分からない」と言える，「分からない」を受け止める授業 

○ 子どもが，他者と協働して問題を解決する，学び合いのある授業 

○ 子どもが，主体的・対話的で深い学びになる授業 


